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広
年
は
、
わ
が
国
の
原
ナ
力
関
山
田
十

周
年
が
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
幻

ま
た
臼
一
本
医
子
力
研
究
所
大
涜
研
究
所

が
本
一
格
的
湿
器
に
着
手
す
る
年
で
あ
hu

ま
す
。
大
決
町
が
回
型
一
一
十
也
年
に
日

本
同
学
力
関
究
所
第
一
研
究
所
の
敷
地

に
決
定
さ
れ
γ0.来
、
加
頭
町
長
を
は

日
本
原
子
力
研
究
所

理

事

長

ら

地
一
冗
の
方
々
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

み
な
さ
ま
の
と
協
力
に
よ
っ
て
、
乙
こ

に
大
現
段
区
の
起
工
式
を
調
行
ず
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
政
く

お
純
申
し
上
げ
ま
す
。

今
で
は
材
籾
試
験
炉
開
問
盟
敷
地
の
整

胞
d

作
業
も
終
的
D
、
そ
の
着
工
歩
待
つ

ば
か
幻
と
な
hu
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
一
般
に
民
I
棟
と
呼
ん
で
い
る
建

物
も
こ
の
胞
に
葱
接
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
俗
称
R
I
セ
ン
タ
ー
と

呼
ば
れ
て
い
る
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
事
業
部

も
、
.
田
町
街
の
EJ見
帽
組
織
名
称
と
し
て
発

おお

茨
誠
県
知
事
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麹
え
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
主
婦

一
主
各
位
に
対
し
あ
ら
?
あ
て
御
叫
刊
を
期

一
し
上
げ
る
訳
穏
で
む
ざ
い
ま
す
。

一
原
翁
の
火
よ
-D電
気
へ
、
更
に
原
子

一
刀
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
、
総
ゆ
る
こ
と
な

一
き
人
類
の
滋
彦
は
乙
ζ
に
第
一
百
火
を

一
点
ず
る
に
議
D
、
東
線
研
究
所
、
高
崎

一
研
現
所
と
籾
俣
っ
て
大
涜
研
究
所
の
今

一後
mM成
果
が
穴
い
に
期
待
さ
れ
る
の
け

一
で
あ
D
ま
す
。
私
道
は
本
日
が
晶
点
と

一
し
て
更
に
一
層
の
協
力
を
致
し
ず
ゆ
き

;
一
た
い
と
帝
じ
ま
す
が
、
岡
田
開
に
周
辺
一

書

同

一

需

の

響

整

備

、

郡

市

計

著

者

と

占
{
一
し
て
環
境
糧
備
を
図
つ
ず
必
か
ね
ば
な

臼
常
生
指
の
分
野
に
大
な
る
貫
献
を
な
一
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
園
、
嘆

す
で
あ
る
フ
と
信
じ
て
や
み
ま
ぜ
ん
。
一
事
刀
同
署
の
御
配
慮
を
心
か
ら
お

今
日
ま
で
問
問
造
成
の
た
め
私
的
問
を
一
願
い
出
申
ト
庁
る
択
鎮
で
あ
幻
ま
す
。

言己

合、

特

集

Eコ
下'5"

大
洗
町
長

方日

藤

本
臼
、
大
前
原
町
間
の
崩
工
式
が
行
口

れ
ま
す
こ
と
は
、
私
達
抽
出
一
万
に
と
U
ま

し
て
誠
に
意
韓
関
き
も
の
が
あ
る
と
存

じ
ま
す
。
地
堵
L
岡
県
知
の
拠
点
と
し
て
、

間
聞
に
国
家
的
煎
覇
を
も
っ
厚
T
力
麗

業
開
盟
問
の
殺
る
た
な
る
路
点
と
し
て
、

陵
町
民
の
一
翼
に
者
き
ま
れ
る
も
の
で
あ

『
争
っ
と
信
じ
ま
す
。

思
し
ま
し
た
の
で
、
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
一

一
「
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
」
を
中

i
プ
の
頒
布
ば
か
D
で
琴
、
、
こ
こ
で
一

一
心
と
し
た
大
涜
際
研
の
麓
棋
は
、
私
途

利
用
研
兜
に
も
-
一
層
力
を
注
ぐ
つ
も
b
一

で
お
幻
ま
す
e

一

E-EEESEE--E'"SEg---zr

ま
た
こ
の
ほ
か
原
研
と
し
て
は
原
子
一
を
み
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ザ
つ
な
れ

力
演
員
会
に
、
蜜
要
事
業
の
一
つ
と
し
一
ば
原
研
と
し
て
も
今
後
、
こ
の
他
に
も

て
、
将
来
的
が
自
の
た
め
特
効
適
切
な
一
研
境
湘
一
留
が
設
け
て
研
境
開
世
間
を
行
な

麟
力
炉
の
開
努
研
弼
を
行
な
う
方
針
を
一
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
揚

提
案
ず
み
で
あ
hu
ま
す
が
、
乙
・
れ

L
つ
一
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
施
盟
の
あ
る
も
の

いず
k
は
附
餐
員
会
も
適
当
な
機
関
を
説
一
は
、
乙
の
大
涜
矧
区
に
閤
歯
さ
れ
る
こ

け
て
調
官
爵
銭
安
行
な
っ
て
い
ま
す
の
一
と
と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
#
後
と

で
、
こ
の
大
方
針
に
つ
い
て
は
て
二
一
も
何
か
に
つ
け
て
、
む
安
援
を
い
た
だ

カ
月
の
う
ち
に
国
と
し
て
の
↑
刀
針
決
定
一
き
た
い
と
思
い
串
予
。

丹

羽

周

夫

岩

上

whv 

由民

ネ
ル
ギ
1
資
源
と
し
て
の
原
子
刀
に
対

す
る
期
待
と
、
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

の
利
用
開
発
ば
、
す
で
に
金
原
業
界
の

注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
huま
す
。

こ
の
よ
捗
フ
に
択
伐
の
繁
栄
を
に
な
噛
つ

べ
き
鹿
子
力
油
田
楽
の
健
全
な
溌
践
の
た

め
に
、
命
後
と
も
積
械
的
に
協
力
を
し

て
ま
い
D
た
い
閑
静
で
と
さ
い
ま
す
@

B
窓
際
チ
力
研
究
所
-
大
統
研
究
所
に

は
、
ラ
ジ
オ
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
研
究

開
思
問
、
国
旗
蹴
力
炉
の
隣
諸
研
究
、
応

用
裂
を
主
こ
し
た
穆
T

カ
加
盟
が
苧

設
さ
れ
る
予
宅
雪
ま
す
が
、
こ
れ
一
。
材
斜
試
験
炉
と
は
A
V

ら
が
宛
成
さ
れ
た
腕
に
は
、
単
な
る
観
一
紛
続
試
験
炉
と
は
、
厚
T
炉
用
の
燃

光
大
慌
の
君
主
ど
ま
ら
ず
、
資
一
軍
誌
の
照
射
試
験
を
奈
僕
か
つ

の
新
し
い
い
ぶ
き
の
勉
と
な
る
こ
と
を
一
貫
に
行
な
っ
た
め
の
墜
宅
、
今

信

じ

ま

す

。

一

一
後
め
が
慢
で
厚
長
を
つ
く
る
た
め
に

太
平
浄
の
怒
婦
に
ひ
び
き
合
う
「
涼
一

一
は
ぜ
ひ
と
も
必
裂
な
施
設
で
す
@
そ
の

子
力
い
と
「
+
八
税
商
」
の
茜
挫
の
閣
官
一

議
事
星
回
と
し
て
、
護
大
涜
町
議
警
は
、
「
撃
炉
を
つ
く
る
た
め

が
大
亨
治
箆
い
た
し
ま
す
こ
と
伊
ゑ
一
の

g
T
E
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

闘
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
一
う
・
・

ーー・同開..A

じ
め
、
町
調
会
議
員
な
ら
び
に
地
主
の

皆
様
方
の
御
建
都
あ
る
御
協
力
に
よ
幻

こ
こ
に
滝
浪
費
工
を
岳
地
る
に
い
た
の
占
ま

し
た
こ
と
伊
大
前
町
民
の
方
々
と
と
も

ど
も
に
お
よ
ろ
こ
び
い
た
し
た
い
と
一
倍

じ
ま
す
。

従
来
の
化
石
燃
劉
に
変
ね
る
べ
き
エ

材
料
試

樹料試験炉兜成予想図i 第三の~とは ~! 
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i 額先によって火が凝見され~~
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きです。トーマス・エヂソン ~f 

E によって 1879fF電気が 2 
5 指頭されました。これが第 ~i

i二の火です。 エDンコ- ij 
iブエルミによって 1942 11 

E 年に‘はじめて原子核の分 ~i

i裂が行ねれましたJ この~~
g 核分裂によっておこるのが~~

i 原子二りです。これが第三の 2 
5 火です。~~
~ u 
~ H 

年
度
完
成
を
回
途
と
し
て
、
昭
和
一
一
平
ア
与
」
安
企
産
と
信
頼
性
の
高
い
も
の
を

一
九
年
度
よ
幻
麹
設
に
着
手
す
る
。
な
ど
一
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お
き
、

穴
習
が
き
め
ら
れ
ま
し
た
。
去
十
商
一
世
界
各
間
の
禁
試
襲
参
考
に
レ

一
昭
一
一
平
九
年
八
月
に
は
厚
ナ
主
主
グ
ル
一
て
実
績
の
あ
る
世
話
・
警
を
採
用
し

一
1
プ
が
共
間
受
注
す
る
こ
と
に
決
定
、
一
ま
し
た
。
さ
ら
に
原
研
を
中
心
と
し
て

一
さ
ら
に
今
年
一
角
に
は
、
審
と
事
一
恩
ナ
力
国
仰
の
衆
知
義
め
て
欝
の
鮪

客
試
験
炉
義
謹
ず
る
こ
と
の
製
一
室
グ
ル
ー
プ
の
免
震
と
の
間
で
一
果
、
っ
き
と
お
D
ま
と
め
ま
し
た
。

意
思
く
か
ら
叫
ば
れ
て
い
主
た
が
一
契
約
調
印
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

義
的
に
は
事
選
日
間
舎
ま
と
め
一

ら
れ
、
昭
和
一
一
一
十
八
年
八
月
に
、
@
H
M
一

税
試
験
伊
は
百
本
態
T
刀
襲
所
に
お
一

い
て
麹
践
す
る
@
翻
畿
場
所
は
絞
鏑
際
一

大
現
出
区
を
予
摺
ず
る
鰯
陪
和
四
土
}
一
一

炉
解
説

。
設
置
に
至
る
ま

で
の
経
過
。

。
滋
一
式
磁
水
漁
網
ウ
ヲ
シ
、
タ

ジ
グ
塑

@
熱
出
刀
五
十
M
W

。
燃
焼

B
T
K改
良
型

ハ
浄
板
状
ウ
ザ
シ
、
ア

。
安
全
性
と
借
頼

性
に
盟
点
。

ル
号
、
合
会
)

@
ワ
ラ
ど
一
一
一
一
五
戸
六
・
一
ニ

装

荷

量

』

キ

ロ

グ

ラ

ム

‘
。
冷
却
水
庄
カ

l
一
四
キ
ロ
グ
ア

ム
〆
平
万
セ
ン
チ
・
グ
ラ
ム

t
Oル
1
プ
実
験
抗
一
ハ
臨

。
キ
ャ
プ
セ
ル
用
実
験
抗
多
数

乙
の
四
回
籾
試
験
炉
が
周
知
成
す
る
と
、

今
ま
で
線
外
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
一

な
か
っ
た
、
関
籾
や
問
問
籾
の
本
格
的
な
一

照
射
試
験
が
国
内
で
も
で
き
る
よ
つ
に

な
D
、
わ
が
留
の
厚
T
力
開
発
の
巡
践

に
大
黄
ヲ
¥
寄
与
す
る
も
の
と
思
い
ま
す

側。
事P宅3

隈
貯
に
あ
た
っ
て
は
、
照
射
掘
髄
と

/ 



大
洗
原
研
起
エ
式
に
際
し

呈
己
念
自
?
を
主
立

郡

一

三

日

J
J
r
官
君
主
J
K

木

大

許

で

は

日

産

十

カ

襲

所

大

豪

雪

立
況
研
究
所
彊
訟
の
起
工
式
に
当
-D、
こ

倉

田

守

識

の

の

事

業

を

記

念

し

て

間

数

熔

人

記

念

国

間

田

山

E
徳

内
秒
怠
る
こ
と
に
な
h
u
ま

し

た

。

大

震

賀

町

刷

地

そ

の

題

字

「

警

一

の

さ

は

佐

蔵

内

米

川

喜

一

敷

閣

総

理

大

臣

に

持

一

磐

を

い

た

だ

き

、

右

飛

田

金

同

研
下
型
石
に
は
加
藤
町
長
の
簡
素
き

、
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
憂
国
に
は
抱

主
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の
芳
名
を
刻

ん
で
永
〈
筏
世
に
伝
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
当
日
起
工
式
に
つ
づ
い
て
除
幕

試
が
行
ね
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
関
係
者
の
芳
名
は
訳
の
通
h
u

で
す
。(

写
真
は
佐
藤
総
理
の
時
間
か
れ
た
題

字
と
町
長
の
磁

gu

関
孫
者
芳
名

柑
肌
繍
県
知
事
岩
上
二
郎

同

副

知

事

県

南

開

発

恐

細

田

餌

校

現

事

長

概

繍

県

企

画

皇

室

開
発
部
長

筒
同
匹
r
T
カ
課
長
村
田
真
遊

間
雨
明
両
県
子
力

事
務
局
次
長

崎
駅
閣
議
長
社

側
迎
撃
由
民

間
借
務
理
事

問

参

事

大
田
町
役
場

町

長

凶

役

( 2 ) 昭和 40年 4月 22日

(ブルトーザーで建設敷地の造成)
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f
l

毅
圭~

木
村
凡
夫

浦

田

輝

m

m交
敏

夫

加

議

謂

小
招
隈
訳
郎

収

入

役

総
務
諌
長

経
済
開
町
長

商
器
開
係
長

技

師

主

事

大
前
町
額
会

議

長
副

額

長

調

員

畿勢

大

貫

熊

雄

回
凶
勇
之
助

小
沼
与
四
郎

臨

時

山

清

平
山
智
得

関
桜
恵
一

小
松
崎
弥
四
郎

菊
樹
彦
衛
門

郡

雨

漏

坂
本
忠
一

米

川

電

車
湾
局
衛

関
根
海
底
側
問

時

崎

一

郎

飯
島
1
之
介

飛
出
惣
一

鬼
沢
保
丘
一
衛

胃
藤
町
訳
郎

栗
田
芳
一
人
郎

町

内

作

製

自
問
作
符
円

賛

同

凱

弥

一
ム
木
庄
四
郎

大
賞

E
央

前

繍

員

地

主
郡
明
曲
名

詞

加

谷

.苛酷上

関
盟
問
憲
訳

閉
山
漁
民

小
野
鯛
勝
織

田

凶

安

蔵

品
計
上
信
田
力

夫

野

郡

野

加
濁
低
四
郎

加
都
照
明
骨
四
松

久

保

木

清

才

田

久

野

清
水
依
択
郎

清

水

多

審

依
芥
平
兵
衛

米
川
徳
訳
郎

田
口
寓
之
介

宿欠

問
主
名

大
賞
多
一

加

藤

足

首

田
口
受
一

田

口

み

つ

惇

俗

語

頭
出
房
申
口

探

作

祢

道

大

策

定

夫

大
賞
多
糊
雄

川

上

ミ

ツ

管

窓

刻

杉
山
久
米
作

杉
山
貞
一

杉

山

道

正

清
宮
金
一

清

回

目

忠

関

甚

之

駒

田

口

五

郎

米

川

俊

米
川
安
太
郎

米

川

顎

雄

米
川
与
四
郎

米

川

竜

渡
辺
長
之
助

大

賞

嬰

栗

田

嘉

男

栗
田
芳
太
郎
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